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呼び寄せようとお湯に『ゆず」を入れて「ゆず湯に入って体が健康になれば融通（ゆうずう）がきく」

と宣伝したそうです。 諺にも「桃栗三年，柿八年，ゆずは九年でなりさがる」とあり，実がなるまで

長い年月がかかる「ゆず」は『風雪に耐え抜いて成就する』･と言われていたため，

蕊“
風呂と合わせたということです。昔の人たちは， 日々の生活の中から常に健康を

意識していたのがわかります。そんな先人たちの思いを少し思い出して， 自分で

できる健康法をやってみましょう。
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